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「PEAPを取り入れた環境づくりに取り組み、 
ご利用者の居場所づくりを行うことで得られるご利用者の変化に関する研究」 

～東京センター運営費研究～ 

従来型施設の認知症フロアと一般フロアにおいて「PEAP 日本版」を取り入れた環境づくりを行ない、ご利

用者の居場所づくりに取り組むことでご利用者が居場所の選択をしながらくつろぐことができる環境を提供し、

ご利用者の心理面と行動面の変化を研究するとともに、職員の意識調査を実施しました。 

 

南陽園５階（認知症フロア）では昨年度、「PEAP」を取り入れた環境づくりに取り組みましたが、日常生活に介

助を要するご利用者が過ごされているリビングは職員目線での意識が抜けず、「見守りしやすさ」重視の環境に

陥ってしまい、ご利用者が安心してくつろぐことが出来る環境づくりが行えていないことが今後の課題としてあげ

られていました。そこで今年度も継続して環境づくりを行なっていくことで、ご利用者視点での環境づくりの定着

と、ご利用者が安心してくつろぐことが出来る新たな居場所づくりに取り組みました。まず始めに介助を要するご

利用者が過ごされているリビングにソファスペースを新たに設置し直し、ご利用者が居場所を選択して過ごせる

環境づくりを行いました。また、廊下にソファを設置して徘徊されるご利用者の休憩場所や少人数で過ごしたい

ご利用者の居場所になるよう工夫しました。 

南陽園４階（一般フロア）は長い間、デイルームの一画がレクリエーション用具や備品の置き場所になってお

り、窓際に設置された縁台は風雨にさらされたまま放置され、ご家族来園時に使用できる面会スペースもない状

況でした。その為、ご家族の面会は居室か１階ロビーで行うしか選択肢がなく、ご利用者のくつろげる環境はほ

とんどありませんでした。そこで中央デイルームに面会スペース、ソファリビング、ソファコーナーを設け、ご利用

者が居場所を選択して過ごすことができる環境づくりを行いました。新たに出来たソファリビングはご利用者の生

活に馴染み、食後テレビを見ながらくつろぐことが出来る居場所となっています。面会スペースはご家族来園時

に使用される以外にも、カンファレンスの実施場所として活用され、職員も新しい環境を活かすことが出来ていま

す。また、４階、５階ともに職員の意識調査を実施した結果、環境づくりを「やってよかった」「また取り組んでみた

い」との回答が 2/3 以上を占め、職員の意識改革にもつながる結果となりました。新しい環境のすべてがご利用

者の生活に馴染むまで、今後も継続して環境づくりに取り組んでいくことが重要であると考えられます。 

 

○宮川 永美子 社会福祉法人 浴風会 特別養護老人ホーム南陽園 
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表 1 考査結果概要 （n=45） 

 

点数 （％） 

平均値 57.60  （88.6） 

 
表２ 平成 24年度認知症介護指導者養成研修カリキュラム評価（1、2回分） 

 

企画能力 

養成 

指導能力 

養成 

スーパー 

バイザー養成 

カリキュラム 

構成 

カリキュラム 

順序性 
時間配分 

平均値 4.9  4.9  4.8  4.8  4.8  4.3  

 

平成 24年度認知症介護指導者養成研修 
～東京センター研修事業～ 

認知症介護指導者研修は、厚生労働省の通知に基づき、全国の都道府県・指定都市で実施されている「認

知症介護実践者等養成事業」で位置づけられている研修の一つです。認知症介護指導者養成研修は、都道

府県・指定都市等から推薦された認知症介護の実践者に対し、1 回 9 週間（前期研修 3 週間、職場研修 4 週

間、後期研修 2 週間）で実施されます。研修の内容は、認知症介護に関する講義・演習の仕方や研修カリキュ

ラムの作成方法、職場のスタッフの指導方法などで、研修を修了した「認知症介護指導者」は、各都道府県・

指定都市において「認知症介護実践研修」の講師や実習指導者などとして活躍している他、地域住民に対す

る認知症の研修を実施しています。平成 13 年から平成 23 年度までに 582 人が当センターでの研修を修了し

ました。 

 

【平成 24 年度の研修について】 

平成 24 年度は 2回の指導者養成研修を実施し、第 1回に 20 名、第 2回に 25 名が修了しました。つまり、

合計 45 名が研修を受講し、これまでに 627 人の認知症介護指導者が修了したこととなります。研修において

は、13 科目の授業で理解度の確認をするためのテスト（5 点満点）を論述または〇×形式で行いました。また、

カリキュラム評価として受講者に 5 点満点で、研修の評価を求めました。その結果、テストは平均得点率が

88.6%であり、得点率が最低だった受講者でも 80.0%の問題に正解していました。また、カリキュラム評価は表 2

のようにすべての項目で平均点 4 点以上であり、受講者が研修において、適切に学習し、研修の内容につい

ても高く評価していることが明らかになりました。 
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 フォローアップ研修は、前頁の認知症介護指導者養成研修を修了して1年以上が経過した認知症介護指導

者が、新しい情報を得るとともにスキルアップをするために受講する研修です。１回５日間で実施されていま

す。研修の内容は、認知症介護に関する最新情報についての講義や認知症介護指導者としての講義の仕方

を振り返る「研究授業」の他、人材育成について考え方を深める演習なども行っています（表参照）。 

 平成 24 年度は、2 回の研修を実施し、第 1 回 12 名、第 3 回で 13 名の認知症介護指導者が研修を受講・

修了しました。 

 

表 フォローアップ研修で実施した単元名 

NO 単元名 

１ 認知症介護の現状と今後の方向性 

２ 認知症の人のための生活環境 

３ ひもときシートの活用と展開 

４ 『研究授業』認知症における効果的な授業開発 

５ 『授業の検討』 

６ 認知症介護における授業評価のあり方 

７ 認知症介護実践研修のカリキュラムの共有と課題 

８ 『地域連携のあり方』 

９ 『若年性認知症者の医学的理解』 

１０ 認知症介護指導者としての実践の振り返り 

１１ 若年性認知症の理解と支援 

１２ 指導者とセンターとの協働の方向性 

１３ 認知症介護における人材育成の実際 

１４ 認知症開度指導者としての活動方向性 
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ひもときシートを活用したケアの気づきを学ぶ研修 
～東京センター研修事業～ 

ひもときシートとは、認知症の人の理解をチームで深め、ケアの方向性をさぐるツールとして開発されたもので

す。そのひもときシートの理解を深めるために認知症ケア高度化推進事業で平成23年度まで東京センターで実

施していた「ひもときシートを用いた認知症ケアの気づきを学ぶ研修会」を、東京センターの独自事業として 3 回

実施しました。受講者数は第 1回 93名、第 2回 100 名、第 3回 99 名であり、合計で 292 名の受講者の参加を

得ることができました。 

受講者に対し、研修についてアンケートを配布し回答を求めたところ、277 名からアンケート用紙を提出しても

らうことができました。結果は、図のとおりであり、「研修に参加してよかったと思いますか」という研修の満足度を

尋ねる問いでは、100点満点の平均値で90.63点であり、高い満足度を得ることができました。この研修は評価も

高く、応募者数も定員を超えていますので、平成 25 年度以降も継続して実施する予定となっています。 

 

図 アンケート結果 
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Q1 ひもときシートの使い方は分かりましたか？ 

Q2 思考展開シートの使い方は分かりましたか？ 

Q3 ガイドラインの使い方は分かりましたか？  

Q4 ひもときシートとアセスメントシートの違いは分

かりましたか？  

Q5 ひもときシートを使って、新たな気づきや課題解

決のヒントを得られると思いますか？  

Q6 ひもときシートを、実際の職場で使ってみたいと

思いますか？ 

Q7 ひもときシートを、他の職員にも紹介したいと思

いますか？ 

Q8 きょうの研修に参加してよかったと思いますか？ 
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認知症介護研究・研修センターの運営理念 

Philosophy of Dementia Care Research and Training Center 

 

認知症になっても『心』は生きています。 

Everyone's "heart" is still alive after suffering from dementia. 

認知症の人の『その人らしさ』を大切にするケアをめざしています。 

We aim for care focusing on the total individual being of people with dementia. 

そして、認知症の人が『尊厳』をもって共に暮らしてゆける社会の創造をめざします。 

We will work towards the creation of a society  

where people with dementia could live together, sustaining their "dignity". 


